
 

 

 

 5 月 13 日(水)新人研修が行われました。入職後 1 ヶ月が過ぎ、久しぶりに同期と話

す機会となった研修です。医療安全管理、5S活動、危険予知トレーニングや医療ガスの

基礎知識、重症度、医療・看護必要度、輸血について学びました。 

今回は、医療安全に関するもので、看護実践の場ではとても大切な内容でした。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

新人研修(5月) 

5Sで指さし呼称 

安全確認 ヨシ！ 

整理整頓 ヨシ！ 

 

医療ガス  

酸素ボンベの取り扱い 

医療安全について 



 

       

 

 

 

 

 

 

 

  

 KYTでは実際に考えることで危険を予測でき患者の看護を行う上で常に想像しなが

ら行動することが大切だと学んだ。 

 インシデントレポートを通して再発予防はもちろん、患者だけでなく医療者の身を

守ることだと実感した。 

 グループで話すことで危険予測において自分と他の人で感じ方が違い、どの事項が

優先すべきなのか学んだ。 

 日頃から業務にあたる時は、整理整頓ができ、事故を起こさないように注意する環

境を整えることが大切だと学んだ。 

 酸素ボンベが危険なものであるという認識が甘かったので爆発や破損の危険性を

知り、正しい取り扱いを学ぶことができた。 

 酸素＝(イコール)薬であり、一つ一つ確認しながら行うことが大切であると学んだ。 

 輸血など業務に直接関わってくる項目が多く、わからないところをより詳しく学べ

た。 

 同期の人たちが頑張っている姿を見て、自分もしっかりしないといけないと励まさ

れた。 

 看護必要度については患者の全体像を看れていないため、少しずつわかりやすい記

録が書けるように心がけたい。 

 日々の業務に追われ、大切なことを忘れていたことに気付かせてくれた勉強会とな

った。 

研修で学んだこと、感想 

研修の様子 


